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日本国内に本社機能を

有し、

世界展開する唯一の

認証局企業
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1996年、ﾍﾞﾙｷﾞｰ王国政府が設立

2007年に日本本社、ﾍﾞﾙｷﾞｰ、ﾛﾝﾄﾞﾝ、ﾎﾞｽﾄﾝ、上海

発行実績は

SSL証明書を10万枚以上､電子証明書を140万枚以上

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｻｲﾝ・ﾙｰﾄの認証局は2,000万枚以上

日本国内のSSLｻｰﾊﾞ証明書ｼｪｱは第2位
2008年6月より世界初、SHA-2 ﾃｽﾄ証明書提供

2008年8月より「流通ＢＭＳ」の証明書を発行開始

2008年11月よりﾔﾌｰ株式会社（Yahoo! JAPAN）様と、
Webｻｲﾄの実在認証の「企業実在認証ｻｰﾋﾞｽ」開始

ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ企業成長率ﾗﾝｷﾝｸﾞ【 ﾃﾞﾛｲﾄ ﾄｳｼｭ ﾄ-ﾏﾂ 】

「2008年ｱｼﾞｱ太平洋地域ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ Fast500」、

「ﾃﾞﾛｲﾄ ﾄｳｼｭ ﾄｰﾏﾂ 日本ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ Fast50」
＊3年連続受賞（10社のみ）
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番号 テーマ 現状の課題 流通BMSによるメリット

①
処理速度の克服と
漢字の取扱い。

JCA手順の通信速度が2400bpsと遅い。
漢字が扱えない。

インターネットの通信が速く全体の処理時間は、
約1/25となっている。漢字が扱える。

② 統一フォーマット
小売毎にデータフォーマットが異なり、
卸し・メーカは取引先毎の個別開発と個別の
維持管理が必要になり費用増。

業界標準の統一フォーマット。従って、卸し・
メーカは、小売毎のフォーマットが必要なく、
余分な個別対応が発生しないため、大幅な
コストダウンが図れる。

③ 業務効率化
伝票レス、検品レスがなかなか実現できず、
業務改善がままならない。

伝票レス、検品レスなどの業務の運用も標準化され、
業務改善が可能となる。流通BMSの標準化により
「仕入税額控除適用」。

④ 国際標準化 国内仕様のため、海外での適用が難しい。 国際標準化団体GS1の「BMS」がベース。

⑤ 手動操作
WebEDIはファイル転送などの手動操作がある。
不便さがある。

Push型プロトコル（ebXML、MS、AS2）、Pull型
プロトコル（JX）があり、目的に合わせて利用可能。
従って、手動操作を限りなく、なくす事が可能と
なっている。
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まず、一番大切なのは、素の
ままのインターネットを利用
する場合は、すくなくとも通
信とユーザアカウントの有り
方について考慮すべきである。
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インターネットは素の状態である。すなわち、 素のまま
でデータが送信されため、第三者に傍受される危険がある。

たとえば、クレジットカード番号、企業情報（個人情
報）を取り扱う際には、「傍受」、「改ざん」、「フィッ
シング」、「なりすまし」を防ぐために、認定された第三
者が発行するSSL（SSLサーバ証明書）を使うことが一般的
である。
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一般的には、インターネット上の商取引において、ユーザー
アカウント（ユーザ名/パスワード）で認証する場合が多い。

「流通BMS」は、セキュリティの観点から、より高度な電子
証明書（クライアント証明書）が利用できる環境を用意している。

【IT身分証明書＝電子証明書】 【電子証明書の適用例】

適用

認証

OSへのログイン

アプリケーションへのログイン

Webサイト(サービスサイト)へ
のログイン

エクストラネットの相手認証

電子署名

電子メールへの電子署名

契約データへの電子署名

注文データへの電子署名

原本データへの電子署名

暗号

Webサイト接続時のデータ暗号
化

個人情報を暗号化

決済データを暗号化して送信

機密データの暗号化
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認証方式 ID/パスワード 電子証明書

技術強度 弱い 強い

本人確認 覚えること 所有

情報管理 サーバ 本人

管理負荷 高 低

認証の強度・強化 不可 可

その他の機能 なし 電子署名、暗号化など
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「流通BMS」に参加する認証局同士がルート
ＣＡ（ブリッジＣＡ）を通じて相互認証。

「真正性」のため、すなわち「原本性保証」の
ためタイムスタンプの付与。
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最後に、

GMOグローバルサイン

の商材紹介
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http://jp.globalsign.com/ウェブサイト

eメール

TEL

info@globalsign.co.jp

03-5728-1551（月曜～金曜、10：00～18：00）

担当 法人営業部


